
 

 

平成 30 年 9 月 14 日 

（各 位） 

 

   ダム工学会長   

 

 

平成３０年度 ダム工学会東北地区 現場研修会開催のご案内 

 

拝啓、時下ますますのご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、ダム工学会の平成 30 年度現場研修会を、下記のとおり開催することと致しま

した。皆様各位のご参加をお待ち申し上げます。 

敬具 

記 

・ 日 程 平成 30 年 10 月 2 日（火） （日帰り） 

（集合場所および集合時間は別紙－１参照） 

・ 見学場所 岩手県 簗川ダム（岩手県盛岡市川目地先） 

・ 募集人数 別紙－１のとおり 

・ 参加申込 別紙－２申込書に記入（平成 30 年 9 月 27 日（木）〆切） 

・ 参 加 費 一般：1,000 円 

         学生：無 料 

（ただし、集合会場まで及び解散場所後の交通費は各自負担） 

  ・主催     一般社団法人 ダム工学会 

  ・共催     （公社）土木学会岩盤力学委員会 

 

問い合わせ先  ダム工学会 活性化推進小委員会 東北ブロック幹事会事務局 

 日本工営（株）仙台支店 

藤原 直樹 

TEL．022-706-2635 

FAX．022-268-7661 

E-mail．a3402@n-koei.co.jp 

 



（別紙-1） 

募集内容 

・ 募集人数  28 名（ダム工学会員及び非会員 定員になり次第締切り） 

・ 申込期限 平成 30 年 9 月 27 日（木）午後 3：00 

・ 申込方法 申込用紙に所定事項をご記入のうえ FAX 願います。 

（内容をメールにて送付いただいても結構です。） 

・ 申 込 先 〒980-0803

仙台市青葉区国分町 3-1-11 

 日本工営（株） 仙台支店 藤原 直樹 

FAX．022-268-7661 E-mail．a3402@n-koei.co.jp

１．集合場所 平成 30 年 10 月 2 日（火）9：00 仙台駅東口バスプール（別紙-4 参照） 

11:45 簗川ダム建設ＪＶ事務所（別紙-5 参照） 

２．解散場所 平成 30 年 10 月 2 日（火）15:00 簗川ダム建設現場（直接現地） 

17:30 仙台駅東口バスプール 

３．用意するもの 作業服(又はそれに準ずる服装)、雨天の際は雨具 

 (注) ヘルメット、長靴は各ダム事務所から借用します。 

行   程 

項 目 時  刻 内 容 備 考 

集合 

ＪＲ仙台駅西口 

9：00 集合 

9：15 発 

仙台駅東口を出て１F仙台

駅東口バスプール 

バス移動 9:15～11:45 ・現地状況説明、質疑応答
簗川ダム関連資料配布

昼食 11:45-12:30 ・お弁当、お茶

・簗川ダム建設 JV 事務

所内

簗川ダム見学 

13:00-15:00 

約 2.0 時間 ・現地状況説明、質疑応答
・ヘルメット借用

・岩手県、工事 JV

バス移動 15：00～17：30 ・見学会の感想

ＪＲ仙台駅 17：30 解散 

※見学会は台風等荒天ではない限り雨天でも実施します。

※見学コースは現場状況により変更があります。

※本研修会は継続教育（CPD）プログラム（２単位）として、土木学会（岩盤力学委

員会）より認定されています。
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参 加 申 込 書 

平成 30 年 月  日 

FAX．022-268-7661 

ダム工学会 活性化推進小委員会 

東北ブロック幹事会事務局（ 日本工営（株） 藤原） 御中 

 

平成３０年度 ダム工学会東北地区部会 見学会開催のご案内 

 

日  程  平成 30 年 10 月 2 日（火） 

集合場所                           9：00 JR 仙台駅東口バスプール 

或いは 11:45 直接現地（簗川ダム建設ＪＶ事務所） 

 
 

・所 属 名 

 

・住   所 〒 

 

 

 

・連絡担当者 

TEL ．（                  ） 

FAX ．（                  ） 

メール．（                  ） 

・参 加 者 

所属・役職名 氏  名 
連絡先・TEL、FAX 

（上記と異なる場合） 

集合場所（いずれかに○） 

仙台駅 直接現地 

簗川ダム建設 JV

 

 

    

     

     

 

 

    

注）＊集合場所までの交通機関については参加者各自にてご手配ください。（帰路も同様） 
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ダム工学会活動に関する主旨（ダム工学会設立趣意書より抜粋） 

ダム工学会は、国内における関連学協会はもとより、国際的な学協会及び研究機構と

の連携を図り、国際的な研究交流と協力においても先導的役割を果たすとともに、学者、

研究者のみならず官界、民間の技術者にも広く参加・協力を求め、技術現場からの研究

課題の発掘と研究成果の社会への速やかな還元を目指す。 

以上の趣旨に基づき、本学会は、 

1．  学際的かつ総合的研究を重視する。 

2．  新技術の開発・応用など、創造的、先導的な研究を重視する。 

3．  学際問題への適用を図るために、学、官、民の研究者、技術者の交流を促進

する。 

4．  国際的な交流と協力を積極的に図る。 

を４つの柱として、ダム工学研究の向上発達を図ることを目的とする。具体的には、 

次のような活動を予定している。 

1． 学術講演会、シンポジウム、現地見学会などの実施 

2． 学会誌「ダム工学」の発行 

3． ダム工学に関連する国内外の研究活動、会議等に関する情報の収集と伝達 

4．  特定研究テーマに関する研究部会活動 

(いくつかの研究部会を設け、横断的研究ならびに学、官、民の交流を推進する。) 

 

ダム工学会地区活動について 

平成 17 年６月 20 日開催のダム工学会第 31 回理事会において、地域ごとに学・官・

民が情報交換できる機会を多く設けるため、ダム工学会の各地区活動を積極的に行うこ

とが了承されました。 

具体的には、各地区において現場見学会や技術検討会の開催等を行うことにより、地

方在住の学・官・民の交流による情報交換、或いはダム工学の活性化を深めていくもの

です。 
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集合日時：平成 30 年 10 月 2 日（火）9：00 

集合場所：仙台駅東口バス乗降場（下図参照） 

連絡先：080-5030-3246 （藤原 直樹） 
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現場直接集合場所：簗川ダム建設ＪＶ事務所 

時間：１１：４５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


